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【日刊工業新聞社賞】 

乾湿球温度制御型循環式全自動椎茸乾燥機 

 

株式会社木原製作所 

山口県山口市 

1. 機器の概要 

 当機器は椎茸乾燥において、従来主流であった一方送風式の乾燥機と比較して

「燃費 70％オフ」という飛躍的な省エネ化を達成した椎茸乾燥機である。 

 高い省エネ性能に加え、全自動操作盤の開発により大幅な省力化を実現すると

共に、誰でも 高品質の乾椎茸の生産ができるようになったという点で、乾燥技

術に革命をもたらした乾燥機と言われている。 

 従来の一方送風式乾燥機は、乾球温度（＝空気の温度）のみを計測し、暖めた

空気を椎茸に当てた後に排気口から放出するため、膨大な熱エネルギーの損失が

あった。乾燥機内部で上下段の温度差が激しく、吸排気操作は作業者の勘と経験

任せで、椎茸の表面から乾燥が進むため品質面での均一性に欠けた。 

 当機器は、乾球温度に加え湿球

温度（≒椎茸の品温）を計測する

ことで、高い熱量の空気を乾燥機

内で 大限に循環させる。全自動

操作盤が設定プログラムに合わせ

た 適な温湿度を計測して吸排気

操作を行うため、上下段の温度差

が少なく、椎茸の表面と内部で均

一に乾燥を進めることができ、作

業者の乾燥経験を問わず誰でも

高品質の仕上がりを実現できる仕

組みとなっている。 

 

写真１ 乾湿球温度制御型循環式 

    全自動椎茸乾燥機 
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2. 機器の技術的特徴および効果 

2.1  技術的特徴 

 従来の乾燥方法は、単純に空気の温度を上げ

て乾燥対象物に直接温風を当てることで水分を

飛ばすことが主流であった。この方法では対象

物の表面のみが乾燥してしまい、内部拡散が進

みにくく、成形も悪く、内容成分の変化に乏し

く、乾燥ムラが生じ、乾燥時間が長くなってし

まっていた。また、暖めた空気は一度に全て排

気され、エネルギーを無駄に放出していた。吸

排気のダンパー操作は熟練の勘を必要とし、乾

燥中は寝ずにダンパー操作を行わなければなら

なかった。 

 当機器では、この従来型の乾燥方法に対して

湿度管理による画期的な乾燥方法を確立した点

に大きな特長がある。良質な乾燥を行うには、

乾燥物の内部拡散を促進し、スムーズに水分を

蒸発させることが肝心であり、品物の温度保持

が大切である。水蒸気を多量に含んだ熱量の高

い排出空気を循環させ、品温保持に利用するこ

とによって過剰排気をなくし、乾燥空気を 大

限に使うことによって内部拡散と表面蒸発がス

ムーズに行われ、乾燥時間の短縮と省エネが可

能となる。 

 この方法は乾球温度センサーに品温の目安と

なる湿球温度センサーを併用することによって

適な乾燥環境を作り出すことができる。 

 乾球温度はバーナーによる制御、湿球温度は排気・循環ダンパーの制御により

完全自動化され、複雑な温度管理やダンパー操作は不要である。 

 

図１ 従来の乾燥方法 

図２ 当機器の乾燥方法 
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 インテリジェント制御部では、３つの基

本プログラム＜日和子・雨子１（軽度）・雨

子２（重度）＞に２つの自由プログラムの

設定が可能となっており、ボタン１つで初

心者でも熟練者級の乾燥ができる。乾燥開

始から終了までの全自動化を業界で初めて

成功させている。 

 

2.2  効果 

(1) 省エネ性 

 「大分県農林水産研究センターきのこ研究所」が行なった椎茸乾燥の実証試

験結果を以下に示す。 

 乾燥機は当乾燥機、従来型乾燥機ともにトレー30 枚タイプを使用し乾燥スケ

ジュールは 24 時間で終了。2008 年３月 24 日、同一圃場内で採取された雨子で

試験を行った。 
 

表１ 燃費比較 

 当乾燥機 従来型乾燥機 

乾燥前生椎茸重量 279.37 kg 255.94 kg 

使用灯油量 22.28 ℓ 72.47 ℓ 

灯油使用量 / 乾椎茸 1kg 0.74 ℓ 2.66 ℓ 
 

 この結果、燃料消費量が従来型乾燥機と比較して“72％削減”されることが実

証された。 

 生椎茸 200kg を乾燥させる場合、当乾燥機では平均して灯油 25ℓ 前後で乾燥す

ることができる。従来の乾燥機では大よそ灯油 70ℓ ～90ℓ 平均がかかっている。 

(2) 経済性 

 イニシャルコストは、当乾燥機の小売価格と市場平均価格より算出し、年間

ランニングコストは、プラスチックトレー30枚タイプ（生椎茸 200kg 処理）で

比較した。 

 上記の実証試験結果を参考に、１乾燥当たりの燃費を当乾燥機は 23ℓ 、従来

型乾燥機の燃費は 72ℓ とした。 

写真２ 全自動操作盤 
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 年間 50 回乾燥機を使用し、灯油代は 100 円/ℓ として算出した結果を下表に

示す。 

表２ 経済性比較 （単位：円） 

 当乾燥機 従来型乾燥機 差異 削減率 

イニシャルコスト 1,400,000 1,200,000 ▲200,000 ▲16.6％ 

ランニングコスト / 年 115,000 360,000 245,000 68％ 

 

 上記のような使用をする場合、１年でイニシャルコスト差額分を回収できる。 

 乾燥機の寿命は 低 20 年である。従って、平均的な使用で乾燥機１台当たり、

ランニングコストで約 500 万円弱の経費削減が可能となる。 

(3) その他 

 乾椎茸の品質向上にも大きな効果がある。当機器の乾燥方法は従来の乾燥方

法より湿球温度が５℃以上高く、椎茸の内部拡散が強く進むため、傘やひだが

理想的に成形される。酵素の活動も盛んとなり、味・香りなどうま味成分が豊

かに出てくる。内部から乾燥するため保存中の品質劣化がなく、品評会では農

林水産大臣賞はじめ多数受賞の栄に輝いている。 

 また、省力性の面でも高い評価を得ている。従来の乾燥方法では、夜間の吸

排気操作やトレーの上下段入れ替えが必要で、これらの作業は椎茸生産者に

とって大変な負担であった。当機器ではこれらの重労働が全て不要になる点で

大幅な省力化を実現させている。乾燥プログラムの全自動化により、乾燥経験

のない新規就農者や後継者など、誰でも高品質な乾椎茸生産を可能とした。 

 

3. 用途 

 椎茸の他、幅広い農林水産物の乾燥加工に利用できる。各地の特産品の商品化

だけでなく、規格外品の農産物や小豆・みかんの皮・納豆などを中心に廃棄処理

コストの削減やエコフィードを目的に使用される事例も増えている。 

 

 

 

 

 

写真３ かぼちゃ、いちじく、レモンの乾燥加工事例 


